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平成 20 年 8月 14 日 

各  位 

会 社 名   東邦アセチレン株式会社 

代表者名  取締役社長 櫻井 琢平 

（コード番号  4093  東証第 2部） 

                        問合せ先   常務執行役員 

                             管理本部長 

（TEL．03－5687－5201） 

 

 

平成 21 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 20 日の決算発表時に公表いたしました平成 21

年 3 月期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日）の業績予想を下記の通り修正いたしまし

たので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

（１）平成 21 年 3 月期第２四半期連結累計期間（平成 20 年 4月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 19,000 500 550 250 

今回修正予想（Ｂ） 19,000 400 430 200 

増減額（Ｂ－Ａ） ― △100 △120 △50 

増減率（％） ― △20.0 △21.8 △20.0 

前第２四半期実績 
(平成 20年 3月期第２四半期) 

18,862 595 686 136 

 

（２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 40,000 1,300 1,450 600 

今回修正予想（Ｂ） 40,000 1,150 1,250 500 

増減額（Ｂ－Ａ） ― △150 △200 △100 

増減率（％） ― △11.5 △13.8 △16.7 

前期実績 
(平成 20 年 3月期通期) 

39,903 1,262 1,448 504 

 

小西 国温 
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２．個別業績予想の修正 

（１）平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20年 9 月 30 日） 

                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 12,000 200 240 120 

今回修正予想（Ｂ） 12,000 100 120 80 

増減額（Ｂ－Ａ） ― △100 △120 △40 

増減率（％） ― △50.0 △50.0 △33.3 

前第２四半期実績 
(平成 20年 3月期第２四半期) 

11,535 255 281 74 

 

（２）平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

                            （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 25,500 460 530 250 

今回修正予想（Ｂ） 25,500 300 350 190 

増減額（Ｂ－Ａ） ― △160 △180 △60 

増減率（％） ― △34.8 △34.0 △24.0 

前期実績 
(平成 20 年 3月期通期) 

25,112 433 482 135 

 

３．修正の理由 

第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は概ね予定通りに推移する見込みであ

りますが、営業利益および経常利益は原油価格高騰の影響による仕入価格および物流費の負

担増を販売価格への転嫁で補いきれなかったこと、また、平成 20 年 7 月 1 日に公表してお

ります「子会社の合併及び小売事業の一部譲渡並びに固定資産の取得に関するお知らせ」の

とおり、当社固定資産取得に伴う新たな資金調達による借入利息の増加および取得に要する

諸費用が発生することにより、連結・個別とも減少する見込みであります。 

また、第２四半期累計期間の四半期純利益は投資有価証券売却益の計上を見込んでおりま

すが、経常利益の減少により連結・個別とも減益の見込みであります。 

 通期の業績につきましても、売上高は概ね予定通りに推移する見込みでありますが、総じ

て厳しい状況は続くものと予想され、第２四半期累計期間の業績の修正理由に加え、上記固

定資産取得に伴う関連費用の増加により、営業利益・経常利益並びに当期純利益は連結・個

別とも前回発表予想を下回る見込みであります。 

 

以 上 


